
55α8：627』8（52a4）

仁淀川水系電源開発ダム地点土木地質調査報告

尾　原　　信　彦菅

Report　on　tke　Engineerin喜Geology’Of　tke　ProposeαDam　Sites

　for　Hydro－power　along　tke　River：Niyo面，Skikoku　Islan4

　　　旬

Nobuhiko　Obara

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　The　renewable　plan　to　exploit300，000kW　of　hydropower　potential　by　bullding　the　seven

dams　along　the　main　stream　of　the　river　Niyodo　is　pro“eeding・The　writer　attempted　to　observe

the　dam　sites　from　the　standpoint　of　engineering　geology．　A　precise　investlgation　is　required

t6wards　the　three　dams，the　alti亡udes　of　which　exceed80m　above　the　river　bed．

　　　　Naose　dam（86m）：The．site　occupies　a　gorge　composed　ofざcrystalline　schist．　A　single

fractured　belt　caused　by興fault　is　found　there。　It　is　recommended　to　avoid　the　belt　by　shif；ing

the　dirεction　of　dam　center．　　　　　　　　　　　　　　9

　　　　G6kaku　dam（88m）：The　site　occupies　a　ravine　compos∈d　of　Paleozoic　quartzite　which

shows　an　anticlinal　structure．　Geologic　condition　is　quite　favourable　to　design　an　arch　dam。

　　　　Odo　dam（80m）：The　site　resides　in　the　deep　valley　of　the　middle　stream　of　the　Niyodo乳

which　incises　an　anticlinal　stmcture　of　Paleozoic　formation　consisting　of　schalstein，lgraywacke

clayslate，etc．Alargerfaultlinewithafracturedbeltpassesthroughalongtherightbank．
The　site　is　not丘t　for　constmcting　a　gravity　dam　or　hoHow　dam，．

　　　　Thereforeαrockfill　dam　ls、recommended　as　the　most　favourable　design。

　　　　The　writer　also　determined，，the　relationship　between，building　materials　for　dam　construc－

tion　and　the　dam　site．

要　　旨

　仁淀川水系は水路式発電所による約6万kWの開発

が，1一応済んでいるが，新たにダム式発電所に改め，雨

季の水を貯えて，包蔵水力を無駄なく利用し，一挙に30

万kWの新規開発を行なう計画が進められている。そし

てごの計画中に含まれる7カ所のダム地点の地質調査が

要望された。

　筆者はそれらのうち堤高が80mを超える重要堰堤，
　　　　なおせ　ごうかぐ　むとど
すなわち直瀬・郷角・大渡の3ヵ所に重点をおいて詳細

な地質調査を行ない・残りの4ヵ所の低堰堤にも視察踏

査を試みた。重要3地点の調査成果は概要次の通りであ

る。

　直瀬地点は結晶片岩からなる所であり，河身を斜めに

切る断層破砕帯の処理について，ダム中心線を振ること

によつて解決できる旨の勤告を行なつた。

＊地質部

　郷角地点はアーチダムが予定されているので，アーチ

作用の掛かるアバットと，背斜構造を内蔵するチヤート

の岩盤との関係について検討を行なつた。なお右岸にあ

るキレット状鞍部には断層の存在しないことを確認した

うえ，この地形を洪水吐の敷地に利用することの有利性

を提案した．

　大渡地点はシヤールスタイン・砂岩粘板岩互層・チヤ

ート薄層などからなる背斜構造の箇所であるが，右岸川

沿いに大きな断層破砕帯が通るので，重力ダム・ホロも

ダムの建設には不適格である旨を指摘し，代替地がなけ

ればロックフィルダムヘの設計替えを提案？準奨した・

そのためには予定中心線を130m上流側に移せば，右岸

満水位付近に洪水吐に適する地鷺地形をもつた場所¢

存することを指示した。なおロックフィルダム建設のた

めに必要な，大量の石材を産出する原石山の所在を探し

求め，6～9km以内に純粋な硬砂岩の産地をみつけて

明示しておいた。
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第1図　仁淀川水系開発計’画図

1．　第4次包蔵水力調査における
　P仁淀川水系新規開発計画の概要

　仁淀川水系既設発電所の総出力57，870kWに対し，大

容量貯水池地点の開発を目指す第4次毎蔵水力調査の仁、

淀川新規開発計画は，第1図に図示したように，総出力

を30万kWに引上げ，年間8億8，500万kWhの電力

量確保を達成しようとするものである。
　　　　　　　　　　　　　むもご
　すなわち仁淀川の上流部にあたる面河川流域では，直

瀬川のや＼上流に堤高106mのダムを設け・ζの池の水
　わらぴフち
を蕨　打（出力50，000kW）まで導く。次に面河川本流・

に堤高43mの中黒岩ダムを設け，直瀬貯水池の放水は

この池に入るように設計きれ，川前発電所に送られ，後

、述する黒川流域の水と合わせて，66，000kWめ発電を

行なう。

　支流黒川流域では，その水源に近い桶小屋付近に，堤

高75mのダム　（黒川貯水池）を設け，その水を郷角に

導いて発電，（出力47，000kW）させ，その放水は川前に

送られ，中黒岩貯水池からの水と合わせたうえ，面河川

の河床に落きれる。

　面河川・黒川が合流して東流する仁淀川中流部では，

川之内付近に堤高30mのダムを造つて，川前発電所の

放水を受け，その水を3kmの水路で岩屋発電所（出力

30，00σkW）に繋ぐ。次に高知県側に入つて，大渡に堤

高80mのダムを設け，この貯水池の水は1kmたらず，

下流の新仁淀川発電所（出力67，000kW）に落す。きら
　　　　　　しんかえに下流にできる新加枝発電所（出力33，500kW）は，『水

路式が予定されている。

　以上が第4次水調の理想案であるが，これに対して現

実的な修正が次のように考慮されている。

　1）面河川の直瀬ダムの満水位標高は，原案では550

niであるが，水没補償戸数236の半減をはか．る530m

満水位案の方が実現性が濃く，、また中黒岩貯水池の満水

位も，400mの原案に対し，水没戸数200戸を30戸に

減らす380m案の方が有力である9　し仁がつて両地点

とも堤高は20mだけ低くなることになろう。なお中黒
　　　　　　　　　　　　　　　　ふじこそ　ヒロド
岩の比較地点として，その下流4kmにある藤社地点が

考慮されている。

　2）黒川流域における第4次水調案に対し，まだ新し

い第五黒川発電所（建設年度昭和26年）を残して利用す

る別案が準備されている。郷角地点に堤高88mのアー
　　　　　　　　ノ
チダムを築造し，黒川漢谷に郷角貯水池を湛え，この水

は川前まで送られ1こ、から単独に酉河川の河床に落し

て，62，000kWの電力を起こす案が実現しそうであ乱

　3）　また仁淀川中流の新仁淀川発電所から新加枝発電
　　　　　　　　　あいのラ
所までの水路の代りに，相能に高き32・5mのダムを持

え，水路延長の半減をはかる計画がある。
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仁淀川水系電源開発ダム地点土木地質調査報告　（尾原信彦）

　　　　2．地質調査を必要とするダム
　　　　　　　　予定地点にっいて

　まず上流部では直瀬ダム，次で中黒岩ダム，ならびに

その比較地点藤社ダムの3カ所であり1次に黒川流域で

は桶小屋と郷角の両ダム地点となるが，桶小屋ダム地点

の地質調査は昭和28年度に林昇一郎の手で済まされて

いる1）ので，筆者は郷角ダム地点の調査のみを実施し

た。仁淀川中流部では，川之内ダム地点・大渡ダム地

点・相能ダム地点の3ヵ所が地質調査を要するものであ

る。

　以上7ダム地点のう！ち，直瀬・郷角・大渡の3ヵ所

は，いずれも80m以上の堤高をもつ第一級の高堰堤が

建設きれるのであるから，これら3地点に重点をおいて

地質調査を試み，他方中黒岩・藤社・川之内・相能の4

カ所は視察程度の踏査を行なつたにすぎない。

　仁淀川中流部と黒川流域と面河川末端部とは，御荷鉾

構造線と仏像構造線とに挾まれた秩父古生層卓越地帯に

入るので2），相能・大潭・川之内・郷角・藤社の各ダム

サィトには硬砂岩・チヤート・シヤールスタインなどが

露出する。面河川流域大半は，御荷鉾線以北の長瀞系地

帯を占め，中黒岩’・直瀬の両地点には結晶片岩が現われ

る。

a　適瀬ダム地点

3．1地質概要
　このダムサイトはあまり瞼しくないので，谷斜面は厚

い風化土襲に覆われ，所により崖錐の堆溜も見られ，た

だ谷底と稜線とに近づくにしたがい岩盤の良好な露出が

著しくなる。』

　こ㌧は主として中程度の熱動力変成作用を受けた古期

の緑色片岩により構成され，部分的には石英片岩・黒色

片岩の薄層が挾在されている。この片岩類の上盤は，非．

常に長い地質年代の間隙を隔てた新期の礫岩層（第三紀

層）であるが，その分布区域はダムサイトの西方から南、

西方にある山地を占めている。以上こ㌧に現われる岩類

を記述する。

　緑色片岩：　当地点では，緑灰色または暗緑色の比較

的硬質のものが優勢で，主成分として緑簾石・緑泥石が

含まれているほか，や、石英粒に富み，とくに凝灰質の

相貌を残している箇所は，。はなはだしく堅硬であつた。

　石英質片岩：　褐灰色ないし灰白色を呈し，再結晶し

た石英が含まれ，部分的に赤鉄鉱を含む層準があり，こ

れは古生層のいわゆるラジオラリア角岩の変成されたも

のに該当する。この層準は，地質図には赤鉄石英片岩と

して，区別して示しておいた。

　黒色片岩：　このダムサイトには広い範囲にわたつて

は現われないが，ダム中心線の上流5σm付近の左岸水

際にある小背斜軸の走る所と，ダム中心線の川下160～・♪

170m辺りの左岸水際とに，狭い分布が見られた。本岩

は暗灰色を呈し，絹糸状光沢が著しい。

　新第三系礫岩層：　地層を構成する礫の大きさは，径

10ん30cm位のものが多いが，最大のものは1mに達す

る、こ・れらは砂粒により堅く膠結さ礼層全体≧してほ

暗緑色を呈する。直瀬川を遡行してダムサィトに向かう

て歩くさい，左手にみえる山々の中腹以上に，この礫岩

からなる裸かの山頂がいくつも望まれる。

　a2　ダムサイトの地質状況

　前述のように結晶片岩類が露出し，地層は一般走向N

70～80QWで，下流側（南）に65～800の傾斜する単

斜構造を呈する。

　谷筋；　まずダム中心線より上流側には，緑色片岩が

優勢である。ダム中心線近傍には赤鉄石英片岩ないし石

英質片岩または石英分の豊かな緑色片岩がみられる。ダ

ム中心線より川下に移るにしたがい，凝灰質の緑色片岩

となり，絹雲母化作用の著しい片岩，次で狭い黒色片岩

の帯を隔てて，幅20m位の破砕帯に達する。このダム

サィトでは地質構造的な複雑きがみられないが，たy走

向N550Wで直立すると推察きれるこの破砕帯が，ダ

ム中心線の下流150～・170m辺りで直瀬川を斜めに切つ・

て走り，この破砕帯で占められる部分では，岩盤が粘土．

化し軟弱地盤を形成していることのみが，注目すべき事

項である。

　左岸斜面：　ダム中心線は，標高550mの満水面を確

保するために，河身に対して70。の偏角で交差させてあ、

る1ダム中心線沿いの中腹は，割合に岩盤の露出が悪

く，上段の山腹には緑色片岩がむき出しに露われてお

り，また同じく下段にはや、石英分の多い片岩があり，

相当に硬い岩質となつている。

　右岸斜面：　ダム中心線沿いの低位置には，最も堅硬

な石英質片岩の塊があり，中段には緑泥片岩と緑簾片岩

の交互層がくる。上段の上半分には，前述の破砕帯が通

過しているので，満水面を550mおよび530mとする
いずれの案にういても，ダム中心線の方向を変えない限．

り，破砕部分がダムアバットメントめ右側上部を占める

ことになるカ・ら，こ、は重大な地質的弱点となる。なお

ダム敷に該当する部分にも，一面に崖錐の堆積があつて

露出が良くない，

　a3　ダム建設に関する土木地質典の斯見

　1．　片岩と堤高について

　通常結晶片岩は，高堰堤に対してあまり望ましい岩で
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地質調査所月報

はないといわれている。しかし、こ、に計画きれるダムの

高きは，理想案で106m，現実案で86m位である。筆

者の見るところでは，’ご＞の緑色片岩は比較的石英質な．、

いし凝灰質であつて，堅硬なもののように思われた。と

一くにダム中心線近傍に露出する石英質片岩はきわめて硬

質であるから，86m位の堤高ならば，支持力は充分に・

あるという判定を下した。しかし堤高が106mの案にな

ると，基礎の支持力はともかくとして，高い水圧のため

に，貯水池の水が片岩の岩盤中の小きな割れ目，または

一風化層レンズなどを通して滲み出してくる恐れがある。

　2．　破砕帯の避け方

　前述した破砕帯の存在は，実はこの地点にあつては憂

慮すべき地質上の庇である。幅が20～30mもあり，し

かも粘土化部分が相当顕著である。しかしながらダムに

抵触する箇所は，右翼附根の天端付近であるから，この

一部分を切取つてコン，クリートブロックで埋め替えるか，

グラウド注入によつて地山を人工的に固めるか，いつそ

のことこの位置を避けるために，計画中心線の標杭No．

19を固定点として，ダム中心線を20。右廻りに振つて，

ダムセンターが河身にほy直交するようにするかなどの

対策を考えなくてはならない。中心線を振る場合でも，

貯水した場合に破砕帯からの漏水を予防するために，グ

ラウトカーテン・止水壁張りなどの措置は依然として必

要となるが，堤体が破損するような懸念はなくなるであ

ろ，う。

　3．礫岩層と漏水懸念
　この地点でダムを締切つても，ダムサイトの西方に存

在する礫岩層またはその境界面（不整合面）を通じて，漏

て第10巻　第12号）

水が起こりはしないかという懸念があつた。両地層の境

界の露頭線の追跡を行なつて地図に記入したが，1その境

界面は“ほ賢走向N20。WでSWに緩く（9。位）傾い

た多少凹凸ある侵食面”であることがわかり，湛水区域

内の谷底では，両層の境面を久万街道の橋梁脇の淘底に

　（ダムサイトの西方α8kmで標高478m）確認した。

この侵食面の露頭線は，西股め沢の南側山腹を東方に切

　り上りながら，ダムサィト右岸の尾根の標高570mに

達する・しかしそこの南万に東流する漢谷（川瀬村美川

村両村界）の谷底では，前述の層界露頭は標高525m付

近に現われる。

　そこでかりに貯水池の水がこの礫岩層または不整合面

を通して漏水するとした場合には，池の西股から村界を，

なす漢谷にかけての区間だけを注意すればよい。この区

間では，標高520mの水準における地山の水平距離が

350mあるから，貯水池満水位を530mとした場合の水

頭勾配はヲ35となり，礫岩層はほとんど天然コンクリー

　ト塊のように緊密に膠結きれているから，まず漏水は起

こりえない，と思われる。しかし貯水池満水位が550mと

きれた場合には，3／35という3倍の下流端水圧が推定き

れるので，一応慎重を期するため，余一リング孔を掘つ

て加圧透水試験を試みるな．り，不整合面の性状の精査用、

に横坑を掘つて観察するなどの措置を構ずる要があろう。

一県蓬一引ト→ユー送電系泉及び鉄童谷

雨図家屋

覧　’・・一r鳶一’・“噌『面6一

し　　　　　㌻D

第4図　　直瀬ダム地点近傍礫岩・片岩境界図

4．中黒岩ダム地点

　4．1地質概要
　右岸の露出状況をそのま㌧左岸へ推定することができ

る。

　このダム地点は，直瀬地点におけるよりもや＼変成度』

の低い変成岩からなる一。N60～70。Wの走向で，北に

55～80。立つた急傾の単斜構造の地層が卓越する。ダム

中心線に約45。の偏角をもつて，厚さ8mの石灰岩層が、

交つており，こゐ藍色石灰岩は対岸にも露出している。

これの上盤・下盤に相当する緑色凝灰岩および凝灰質緑

泥片岩ほ，ともに石灰質であつて，おそらく地中におい

てはすでに，無数の細かい亀裂を通じて，風化あるbは

溶食を受け，空洞・パイプなど水みちができて，1透水性

の著しい地層に変わつているものと想像される。

　4．2　土木地質的所見

　ダム高23mの案ならば，グラウト注入で地盤を固
め，、漏水のおそれを逓減させることも可能であろう。こ

れに反して43m案あ場合には，さらに事前に石灰岩の

吸込孔の位置や割れ目の存在箇所を徹底的に調べ，それ

ちを確認するために，あまたの横坑・ボーリング孔を掘

さくし，逸水の有無を検査しなければなら蓼い。

48一（1084）
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5　藤社ダム地点（中黒岩地点比較案）

51地質概要
　この地点は，チヤートとシヤールスタインの厚層の交

互層からなり1走向はN45～60。Eで，SE（下流側）

に60～80。の急傾斜を示す。地層は北東から南西に向

かつて斜めに河身に交わり，左右両岸では岩相が異な

る。すなわち左岸側国道上で中心線の南60m辺りに現

われるチヤートは，左岸側中心線付近に屹立して絶壁と

なつているチヤートに続いており，また右岸側で中心線

と国道との交差点付近のシヤールスタイン層は，河床を’

渡つて左岸低位置水際で，中心線の上流に露出する青緑

』色シヤールネタィン層に連な膀しかも左岸側ではこの

層6北東延長は厚い崖錐の被覆のために隠きれて見えな

い。

　右岸側の緩斜面は風化土壊が母岩（シヤールスタイン）
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を隠し，地表に点在する巨大な露岩はいずれもチヤート

の転石である。

　5．2・土木地質的所見

　このダム地点の地形が非対称であるのは，右岸には石

灰質シャールスタイン，左岸にはチヤートという岩盤の

硬きの差に起因する。そして左右両岸で弾性係数を著し

く異にするダムサィトには，アーチ型ダムを架けること

は不可である。

　中黒岩地点と較べると，380m満水面案でも堤高は

88mとなり，中黒岩の場合の4倍に達する。　そのうえ

右岸側斜面は，かなり深層にまで土壌化が及んでおり，

掘きく量が意外に大きくなることも一考を要しよう。な

お右岸斜面に転石として存在するチヤートの大岩塊は，

一見岩盤と見まちがえられるが，根無石であるから，こ

・れは取除かなければならない。この地点は中黒岩ダム地

点とは比較にならないほど，地質峰件が劣つている。

a　郷角ダム地点

　この地点は，地形が瞼しくて，近接不可能な危険な箇

所が多く，しだがつて作製した地質図はや＼不完全を免

．れなかつた。

　61地質概要
　こ、には古生層に属する厚いチヤート層が発達し・河

岸すれすれの所に僅かに顔を出す青灰色粗粒砂岩が・チ

ヤ』トの下位に整合に存在する。そしてこれらの地層は

左岸側では北東に30～50。右岸側では南東に20｛・50。傾

き，したがつて現河床上には背斜軸が璋つてぐ・ることが

推定され，東北東に突込んだ背斜構造が判明した。

　チヤート層：　灰色ないし灰黒色を帯びるが，とくに

凝灰質の赤褐色ラジオラリァ角岩が一枚挾まつていて，

これがこの小区域では示準層になる。

　青灰色砂岩：　左岸では1カ所しか露頭がみあたらな

かつたが，そこの走向傾斜から推定して，チヤートとの

境界を図に記入した。右岸側では乳』この砂岩は水際に沿

つて細長く現われているが，重力ダム中心線の近くでは，

水面下に没してしまう。なお地図に空白で示した区域

は，当然この砂岩の分布する所に該当するが，踏査当時

籔叢の繁茂が著しかつたために，砂岩の露頭を確認でき

なかつた。　．『

　6。2　谷断面に現われた地質構造

　重力ダム中心線で切つた断面に地質状況を投影させて

みると，谷底に青灰色砂岩がドーム状にすわり，その上

に灰色チヤートが重なり，赤チヤート層は水準を食い違

わせながら，両斜面に出てくる。また左岸側には小断層

1ピよる赤チヤート層の繰り返しがみられる。チヤート層

』
も

左岸では北傾し，右岸では南傾し，ドーム状に背斜構

造を示している。

　6．3　土木地質的所見

　この地点は堤高88mのアーチダム建設の目論見が予

定されている。右岸側は標高455m以上琴すべて弾性豊
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かなチヤートで占められ，岩盤の支持力は申分ないけれ

ども・たy層理面が下流に向かつて傾き・水圧などの外

力が伝達きれる方向に，地層の剥離面があるのは條件がP

悪い。左岸側標高470m以上の斜面もチヤート，によつて

占められ，同じこどがいえよう。左岸側標高510m以上

において，地山が河筋から逃げる箇所がみられるが，地

盤はチヤートであるから，スラストブロ’ックを嵌め込め、

ば，アーチの端を安全に固定することができる。

　谷底でば砂岩層が背斜の頭を拾げている所に，アーチ

の堤脚が坐るのであるが，こ、の砂岩層には割れ目が多

かろうと想像される。深さ50m位の鉛直ボーリングを

下してみて，岩盤の性状を究明したうえ，漏水の有無を

あらかじめ試験しておく要がある。
　し　　ド

　右岸の断崖のすぐ南にキレット状鞍部がめり・そこか

ら上流・下流双方に向かつて深く挟られた懸垂谷があ、る

が，こ＼には断層は存在しなかつた。この特異な地形は

アーチダムに不可欠の余水吐の敷地とレて利用できる。

7．川之内ダム地点

　河床の標高は220mで，堤高は僅かに30mという小

規樺のダろ地点である。一こ、は古生層に属する暗緑色シ

ヤールスタインにより構成され，川べりに露出している

ものは，や、集塊岩様の外観を呈し，一般走向N75。E

で，北に35。傾斜している。こ＼の岩はム帯に石灰分が

豊富であつて，とくに洵床に現われるものには，通常に

石灰岩におけるような細かい溶食孔が無数1こあいている．

幸い堤高が低いので恐ろしいことはないが，漏水性につ

いては一応注意を喚起しておく。ダム中心線と230m

等高線との交わる辺より上方は，礫分の少ないシャール

スタインと替わり，さらに240ヱn等高線を中心線が切る
1
辺
よ

・り上方には，濃緑色の凝灰質シヤールスタインに漸

移し，間々石英脈が通り，充分な硬さを保持する。左岸

には渡河できなかつたが，同様のシヤールスタインが露

出している。

　この地点の地質は，予定堤高が低いので，あまり心配

の必要はなく，た穿石灰質の部分で開孔しセいる箇所に

は，入念にグラウト施工を行なえば良い。

　中心線のや㌧川下に，走向N25。Eで，北西に60。

の傾きをもつた裂罐が通り，その南西方延長は川底で中
『
心
線 を斜め醐る力斗小規樽も9な9で遷して危険
性はない乙、

8。大渡ダム地点
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　8．1地質概要
・第10図をみると，当地点は下流に向かつて沈下した

背斜構造が憶げながら判読される。そして左右両岸での

相異なつた岩相および走向・傾斜の関係から，背斜軸に

沿つて断層が本流右岸寄りに走つていることが推定され，

しかも断層に沿つて地層の水平のずれが相当大きいこ，と一

を認める。

　このダム地点を構成する地層は，非変成の古生層であ

つて，下位より上位に相異なつた岩層が次表のように順一

に重なつている。

右　　岸　　左　　岸
地 層

走向傾斜　　走向傾斜

⑥
上部シヤールスタイン’
層

N30。E
南傾45。

　N　S
東傾＄5。

⑤ 砂岩・粘板岩互層 N75。E
南傾65。

N20。W
北傾45。

④ チヤート層 N55。E
南傾45。

N20。W
北傾40。

③ 砂質粘板岩層
N70。E・
南傾60。 一

② チヤート薄層 N60。E
南傾60。 一

①
下部シ，ヤールスタイン
層 一 一

第9図　川之内地点地質図 上記各岩層の特色を簡単に記載する。
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第10図　　大渡ダム地点（下流案・中流案箇所）地質要図

　①　下部シヤールスタイン層＝　右岸の川ぶちでや＼

角礫化している所があるほかは，通常のものである。

　②チヤート薄層：層厚6～7mしかなく，発達き
，わめて不良である。

　③砂質粘板岩層：　厚き約70mの発達が見られる。’
f
右
岸 の川沿いの低地では顕著な破砕を受け，層理の擾乱

は驚異にf直する。

　④チヤート層：層厚約20mに達する。そのひとき

わ目立つた露頭線は，裸岩の列となつて西方に延び，右

岸斜面を切上つて行くのが，対岸の国道から遠望きれる。

　⑤　砂岩・粘板岩互層：　厚き50mの発達が見られ，

チヤート層④に接する下位の部分は粘土岩質であるが，

上位に移るに従つて砂岩質が優勢になる。

　⑥　上部シヤールスタイン層：　砂岩・チヤートの薄

層を挾む厚い地層で，や、塊状無層理で亀裂が多い乙左

岸高位置を通る国道沿いの露頭観察では，泥質の部分は

硬度大きく，緻密な岩相を示した。

　8．2地質構造
　右岸側では前記の各層が一般走向N50760。Eで，

南東方（下流方向）に45～60。傾く単斜構造をなし，ま・

た左岸側では，一般璋向NSないしN20。Wで・東北

方（下流方向）に30～40。の傾斜をもつて同様の構造を

示した。すなわち仁淀川の流路方向（耳50。W）に対し

て，両岸と，も約60。の偏角をもつて交わるから・この地
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仁淀川水系電源開発ダム地点土木地質調査報告

点には下流方向に突込んだ背斜に近い地質構造が推察さ

れた。しかも断面地質図によれば，背斜軸はや＼北側に

倒れているように思われ，したがつて，より上位の地層

が左岸斜面に露出し，より下位の地層が右岸斜面に現わ

れている。

　そこでチヤート層④を示準層として追跡してみると，

河川敷を横断するにさいし，左廻りに75。の方位の旋回

を遂げ，140mばかり上流の対岸に現われ，しかも背斜

軸沿いに派生した断層（仁淀川右岸沿いに伏在）は，相

当に水平的なずれを示している。

　第2中心線で切つた断面について，この地質構造をき、

らに詳述すると，上部シヤールスタィン層⑥からなる左

岸地山の全部，および砂岩・粘板岩互層⑤からなる河川

敷直下の基盤とは，背斜のNE翼を構成し，他方砂岩・

粘板岩互層⑤からなる右岸地山上半とチヤリト層④から

なる右岸地山の下半とは，1背斜のSW翼を形成し，また

仁淀川水際から村道切通しにかけてのチヤート④の急崖

付近は，背斜軸の位置に該当する。

　この軸に沿つて，北落ち2本の断層が推定され，断層

と断層との中間部は著しく破砕され，北東側の断層は仁

淀川の水底下に没し，南西側の断層は右岸水際と村道と

の聞を通る。両断層のうち，緊水没した断層の方が主要な

断層で，落差も水平のずれも大きいようである。

　＆3　土木地質的所見

　このような地質構造を示す箇所は，一般にはダム建設

には不適格な場所である。まして計画堤高が80mとい

う高堰堤であつて，重力ダムまたはホローダムとして設

計されるのであれば，よほど慎重な事前調査が必要であ

る。

　ダム中心線に沿い村道切通しから河床の中程にかけ

て，深度50mの鉛直ボーリングを，15mごとに4本

位実施してみて，基礎岩盤の良否を確かめ，次に左右両

側の地山に，上中下に3段にわたり，奥行30mくらい

の横坑を開口してみて，大体の地質を把む要がある。

　もし重力ダムの建設が難しいうえ，1こ、以外にダム建

設の適地がないならば，ロックフィルダムの計画を推進

することが望ましい。たダ洪水吐をつくる適当な地形を

探さなければならないが，右岸斜面においてチヤート層

④の露頭線の南縁沿いに，浅い谷があるのに着目すれば，

洪水吐をこ＼に設置することができる。そのきいには，

、ロックフィルダムの中心線を130m上流側の第1号中心

線に移すこととし，ダム前面の勾配を1：1．75とすれば，

ダムの趾先が第2号中心線より10mばかり下流側に達

、し，そこはチヤート層④の南縁炉仁淀川右岸水際線と交

　　　　ぬわる箇所であるから，上に述べた浅い谷め落口のすぐ川

　　　　　　（尾原信彦）

上にあたる。きて洪水吐の取入口は，第1号中心線のす

ぐ上流にある広い谷が満水位等高線（El＝200m）を切

るあたりに設け，そこから仁淀川流路に平行に延長100

mばかりの開きよ（底幅25m，上幅30m，水深15m）

を掘きくしてチヤート層④の南縁に達し，・こ＼から洪水

時の水を前述の浅い谷に落下させるようにすれば，約

5，000m3／secの洪水は充分に捌き切れよう。浅い谷も滑

らかに水が落流するように適宜に掘さくを行なつて，地

形改造を試みなければならない。

　ロックフィルダムを建設するにけ四近に良質で豊富な

原石山がみあたらないと．建設費が高くなつて実現が困

難になる。原石山の候補地としては，こ＼から6km下

流に位する相能ダム予定地点，およびその近傍に良質の

古生層硬砂岩が賦存するから，その稼採量を確かめてお

く要がある。またこ＼から直線距離で9km南南西に太・

郎田（高岡郡長者村）付近に古生層の硬砂岩の大きな露

出地があり，しかも採掘の立地條件も良く，300万m3な

らば比較的簡便に採石できるごとが判明した。

　いままで述べたダムサィトは下流案地点であるが，約

0．6km上流に比較地点として上流案地点がある。’地形

図がなかつたので単に視察するに止つた。主として赤紫

色のシヤールスタインとチヤートの薄層（厚さ4～5m）

からなり，岩盤は硬く，一般走向N40。Eで，南に40。

傾斜し，河道に直交する。右岸の川下側には粘板岩が現

われる。この地点は大きな断層はみあたらず，堤高もや

や低くなるので，測量をしたうえ，正式に地質調査を行

なつた方が良い。

9．相能ダム地点

　こ㌧は古生層に属する中粒・粗粒の硬砂岩からなり1

所々に幅1m位の粘板岩を挾む。左岸側での観察では，

走向N35～65。Wで北東に50。傾 く。下流側は北落ちの

断層を隔てて粘板岩のブロックに代り，粘板岩層はN55

～80。Eの走向で，北方に25～30。傾く。断層は国道端

r
で の観察では，4本位の裂目を有し・N65。Wでほとん

ど直立しており，左岸斜面を斜めに切下り，ダム中心線

の約80m川下で川べりに達している。堤高32・5mな

らば，この断層は中心線を外れる。対岸（右岸）には渡

河の便がなかつたので，踏査しなかつたが，大体同様の

硬砂岩からなることが明らかである。

　堤高を増すと，6km上流にある森部落を水没させる

ので，やむなく満水位は11α5mに抑えられている。

このダムサイトは仁淀川筋では最優秀な岩盤に恵まれて

いるので，まことに惜しい。この地点の硬砂岩はダム用

骨材としても，第1級に属するものである。

　　　　　　　　　　　　（昭和32年9月調査）
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第12図　相能地点地質図
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